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５
月
に
は
、
改
元
に
よ
り
新
た
な

時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

安
来
市
は
、
戦
国
時
代
に
山
陰
山

陽
に
大
き
な
勢
力
を
広
げ
た
尼
子
氏

の
本
拠
地
と
し
て
、
ま
た
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
時
代
に
至
る
ま
で
ハ
ガ

ネ
流
通
の
拠
点
港
と
し
て
、
経
済
的

に
も
文
化
的
に
も
大
い
に
栄
え
ま
し

た
。

　

新
し
い
時
代
の
「
安
来
市
」
も
市

民
の
皆
さ
ん
が
我
が
ま
ち
に
「
誇

り
」
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
新
安
来
庁
舎
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル

「
ア
ル
テ
ピ
ア
」
、
中
海
ふ
れ
あ
い
公

園
、
切
川
バ
イ
パ
ス
な
ど
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
将
来
を
見
据
え
た
基
盤
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
月
山
富
田
城
跡
や
日
本
遺

産
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
」
、
民

謡
安
来
節
、
足
立
美
術
館
、
清
水
寺

な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
取
り

組
み
や
ア
ル
テ
ピ
ア
で
の
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
、
教
育
・
福
祉
・
産
業
振
興

の
先
進
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
周
辺
か
ら
注
目
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

日
本
海
側
有
数
の
圏
域
の
中
で
も

存
在
感
が
あ
り
、
豊
か
さ
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

に
よ
り
、
「
誇
り
」
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
今
後
と
も
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
で
ま
ち
の
更
な
る
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
へ
の
対
策
は
「
安
来
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
掲
げ
て
、
「
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
支
援
」
、
「
産
業
振
興
」
、
「
住
環
境

向
上
」
、「
魅
力
的
な
地
域
形
成
」
、「
広

域
連
携
」
か
ら
な
る
施
策
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
31
年
度

は
、
総
合
戦
略
計
画
期
間
の
最
終
年

度
に
あ
た
り
ま
す
。
引
き
続
き
こ
れ

ら
の
５
つ
の
施
策
を
軸
と
し
て
自
然

減
・
社
会
減
を
抑
制
し
、
出
生
率
向

上
と
働
く
場
の
確
保
、
快
適
な
居
住

環
境
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

平
成
31
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
引
き
続
き
第
２
次
安
来
市
総

合
計
画
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
重
点
的
か
つ
着
実
に
進
め

ま
す
。

　

一
方
で
、
中
期
財
政
計
画
を
踏
ま

え
、
費
用
対
効
果
・
事
業
規
模
・
実

施
時
期
や
終
期
の
設
定
等
を
検
証
し

ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

職
員
一
人
ひ
と
り
が
認
識
す
る
と
と

も
に
、
緊
急
性
、
必
要
性
の
高
い
事

業
を
最
優
先
し
、
予
算
措
置
を
行
い

ま
し
た
。

　３月１日、市議会３月定例会議で近藤市長が平成

31 年度の施政方針を表明しました。

　今号では市政運営の基本的な考え方と主要施策の

内容を抜粋して紹介します。

平
成
31

年
度
の

　
　
　
　予
算
編
成

平成 31年度施政方針

新たな時代に向かって
誇りある
まちづくり
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●
不
妊
治
療
・
子
ど
も
医
療
・
新
生

児
聴
覚
検
査
・
予
防
接
種
費
用
助

成
・
つ
ど
い
の
広
場
・
親
子
交
流
セ

ン
タ
ー
事
業
な
ど
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
な
い
支
援
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
保
護
者
が
安
心
し
て
就
労
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
く
た
め
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
委
託
先
を
社

会
福
祉
法
人
等
へ
も
拡
大
す
る
な

ど
、
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
平
成
32
年
度
か
ら
の
順
次
全
面
実

施
と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
に
備

え
、
児
童
生
徒
の
パ
ソ
コ
ン
整
備
お

よ
び
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
提
示
装
置
の

配
備
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
に
努

め
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
・
教
育

文
化
分
野

●
外
国
語
活
動
や
外
国
語
科
の
授
業

を
見
据
え
て
、
外
国
語
指
導
助
手
を

増
員
し
、
児
童
生
徒
の
「
使
え
る
英

語
」
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

●
経
年
劣
化
に
よ
り
老
朽
化
が
著
し

い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
車
両
更
新
を
行

い
、
児
童
の
通
学
環
境
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
安
全
な
運
行
管
理
を
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
学
校
給
食
は
、
十
神
、
飯
梨
、
能

義
、
南
、
宇
賀
荘
の
小
学
校
の
セ
ン

タ
ー
方
式
給
食
へ
の
移
行
に
向
け
た

整
備
を
行
い
ま
す
。

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
三
者
が
互

い
の
取
り
組
み
や
教
育
力
を
補
完
し

合
い
、
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
る

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
安
来
運
動
公
園
庭
球
場
な
ど
体
育

施
設
改
修
工
事
を
は
じ
め
市
民
が
日

常
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
計
画
的
か
つ

着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
安
来
港
の
繁
栄
を
今
に
伝
え
る
指

定
文
化
財
の
並
河
家
・
原
本
家
保
存

修
理
の
支
援
や
加
納
美
術
館
の
展
示

室
改
修
設
計
な
ど
保
存
や
活
用
で
き

る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
平
成
31
年
度
か
ら
３
歳
児
健
康
診

査
で
、
視
能
訓
練
士
に
よ
る
視
力
検

査
を
新
た
に
実
施
し
、
視
覚
異
常
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
指
し
ま

す
。

●
医
学
生
・
看
護
学
生
等
奨
学
金
制

度
の
対
象
に
薬
学
生
を
追
加
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
医
療
を
担
う

医
師
や
薬
剤
師
、
看
護
・
介
護
分
野

の
人
材
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

●
市
立
病
院
に
お
い
て
は
、
経
営
改

善
と
整
備
に
係
る
検
討
を
行
い
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
医
療
提
供

体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊

厳
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
介
護
・
医
療
・
住
ま
い

の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
の
さ
ら
な

る
充
実
の
た
め
、
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
ミ
ニ
サ
ロ
ン
な
ど

通
い
の
場
の
拡
充
や
生
活
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
養
成
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

保
健
・
医
療

福
祉
分
野

▲小学校などでは、ICT（情報通信

技術）化が進んでいます（写真は電

子黒板）。◀夏に行われるイングリッ

シュキャンプ。園児や小中学生など

の子どもを対象に行います。会話は

全て英語を使います。▼島根県指定

文化財並河家の改修状況。

▲市立病院まつりでは、体験ブースな

どを設け、病院業務を紹介しました。

平成 31年度施政方針
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●
生
産
基
盤
の
強
化
の
た
め
、
大

塚
・
安
田
・
宇
賀
荘
第
三
・
吉
田
地

区
に
加
え
、
下
山
佐
地
区
の
大
区
画

ほ
場
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
近
年
の
豪
雨
を
踏
ま
え
、
下
流
域

に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
た
め

池
の
廃
止
な
ど
、
防
災
・
減
災
事
業

を
進
め
ま
す
。

●
「
就
農
・
定
住
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事

業
」
で
は
、
新
た
に
２
棟
の
建
設
を

予
定
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
新
規
就

農
者
の
誘
致
お
よ
び
定
住
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

●
地
域
共
同
に
よ
る
農
用
地
、
農
業

用
施
設
等
の
地
域
資
源
お
よ
び
農
村

環
境
の
保
全
並
び
に
農
業
用
施
設
等

の
長
寿
命
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し

て
、
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」

業
務
を
支
援
す
る
新
た
な
組
織
を
市

で
設
置
し
、
経
営
可
能
な
山
林
の
集

積
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
同

時
に
未
間
伐
林
な
ど
管
理
が
さ
れ
て

い
な
い
森
林
の
解
消
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

●
「
安
来
旅
」
の
魅
力
と
な
る
清
水

寺
・
月
山
富
田
城
跡
・
足
立
美
術
館
・

さ
ぎ
の
湯
温
泉
を
中
心
と
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
企
画
や
、
各
種
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
今
後
さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま
れ

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
事
業
等
を
安

来
市
観
光
協
会
と
連
携
し
て
進
め
ま

す
。

●
地
域
経
済
の
健
全
な
発
展
お
よ
び

雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
安
来
市

の
代
表
的
な
集
積
産
業
で
あ
る
特
殊

鋼
関
連
産
業
等
も
の
づ
く
り
企
業
に

お
け
る
新
製
品
お
よ
び
新
技
術
の
開

発
、
取
引
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

●
企
業
の
新
設
・
増
設
等
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
に
向
け
新

た
な
工
業
団
地
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
産
業
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
す
ぎ
や

創
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
り
市

内
事
業
者
や
創
業
希
望
者
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
商
工
業
を
活
性
化
し

ま
す
。

●
安
来
木
次
線
切
川
２
工
区
、
都
市

計
画
道
路
飯
島
線
と
安
来
市
街
地
を

東
西
に
結
ぶ
市
道
安
来
港
飯
島
線
の

拡
幅
改
良
を
進
め
る
な
ど
道
路
・
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

●
市
民
お
よ
び
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

等
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
家
賃

等
へ
の
助
成
に
よ
り
子
ど
も
を
育
て

や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

●
公
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
老
朽
化
し
た
長
谷
津
団
地
建

替
の
基
本
設
計
等
を
行
う
な
ど
良
好

な
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

産
業
・
観
光

雇
用
分
野

都
市
基
盤
分
野

▲市内インバウンドモニターツアー

での藍染め体験の様子。

▲安田地区のほ場整備の様子。この地区ではコメのほか、大豆やア

スパラガスなどの栽培が予定されています。市内のほ場整備は西日

本屈指の規模で、全国から注目を集めています。

平成 31年度施政方針
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防
災
・
防
犯

分
野

参
画
・
協
働

行
財
政
分
野

●
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
の
平
成
32
年

度
で
の
完
了
を
目
標
に
、
子
ど
も
広

場
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
駐
車
場
増
設

等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
13
ｍ

ブ
ー
ム
付
多
目
的
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
新
た
に
整
備
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
各
種
の
災
害
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
体
制
を
強
化
し
、
被

害
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
更
新
計
画
に
基
づ
き
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
を
導
入
す
る
な
ど
消
防
団
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
で

あ
る
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
地
域
住
民
と
共
に
地
域
の
課
題

を
掘
り
下
げ
、
そ
の
解
決
に
向
け
た

学
習
・
実
践
活
動
を
行
い
、
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

●
「
第
２
次
安
来
市
総
合
計
画
」
の

前
期
基
本
計
画
が
平
成
31
年
度
に
終

期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
後
期
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
「
安
来
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
次
期
総

合
戦
略
を
総
合
計
画
と
併
せ
て
策
定

し
、
一
体
的
な
市
政
運
営
を
進
め
ま

す
。

●
安
来
市
の
文
化
、
歴
史
、
風
土
等

を
正
し
く
か
つ
高
度
に
ま
と
め
、
ふ

る
さ
と
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
も
っ
て

も
ら
う
安
来
市
史
を
刊
行
す
る
た
め

編
さ
ん
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

●
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
を
構

成
す
る
５
市
で
市
長
会
を
組
織
し
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
平
成

31
年
度
は
、
「
力
強
い
圏
域
産
業
の

国
内
外
へ
の
発
信
」
、
「
圏
域
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
機
構
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く

り
」
、
「
圏
域
の
更
な
る
連
携
と
協
働

の
実
現
」
の
３
つ
の
柱
を
軸
に
、
経

済
界
な
ど
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

●
日
本
か
ら
近
く
、
安
全
か
つ
親
日

的
で
あ
り
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
の

中
で
も
安
定
的
な
交
流
が
望
め
る
台

湾
と
の
交
流
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
の
概
要
は
、
次
号
で
紹
介
す
る

予
定
で
す
。

◀中海ふれあい公園の開園式の様子。遊具が設置

してある子ども広場などは開園してから多くの人

が訪れています。引き続き、市民が集う憩いの場

となる公園整備を進めていきます。▼ 消防団の

入団式で防火や防災への意識を高め、気持ちを一

つにする団員たち。地域防災に大切な役割を担う

消防団の活動を支援し、防災力の向上を図ります。

▼荒島地区での地域ビジョン作りに向けたワーク

ショップの様子。平成 30 年度は６つの交流セン

ターががんばる地域おこし支援事業に取り組みま

した。今後も地域住民と一緒になって行う交流セ

ンターの活動を支援していきます。


